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小泉丹教授〉

大森；憲太教授〉

度慮義塾大串密接部寄生晶翠敬室〈主任

度！信義塾大事監事部内科墜教室（主任

戟争末期から格戦後にかけて，我関内l'C寄生議感染者の起しく増加したととは疑ひのない事

賞であの，我々の教室に於ても，或る一国際に就いて，それを敷字によって示すととが出来た。

との増加の原因が如何なる貼にあるかは，重要にして興味ある問題ではあるが，現在に於ては，

間民一般の生活僚件の悪化と云ふ莫然たる言葉以上に立入って，｛間々の具徳的イ的手を奉け得る

域I乙建してゐない。イ可れにしても， との異常時に於ける各種寄生還の佼淫濃度を出来るだけ正

確に記録して治くととは，現在直ちに行って治かねばならぬととであり，我々はその最初の調

査地として，東京都西多摩郡粉原村を選んだ。

約原村は都の西部に位し，都心を距るとと約 17畏，五日市線の終結五日市より，秋川渓谷

を減るとと約 2旦の地鮎に，との渓谷に沿って勅在する部落の集合である。土地は秋Jiil亡向

って傾斜してゐて，水田は無いが，畠地は可なり見られる。人口 6000，農業と林業とを乗ね

てゐるものが大部分であ予。肥料は推肥，下肥を牛々とし金肥は殆んE施さす＝，下肥は貯臓

の設備を有しない。飲料水は津の水を主とする。

材料及び方法

強め氏名，年齢，性，部落，職業別及び既往症，現症3 騒轟の有無等の記入欄を印刷した紙

袋を配布し遁営の容器に掠指頭大の糞便を採り提出せしめたが，多くは共殻，化粧品容器等

に入れてあったので、検査には便利で、あったが，向土壌にて汚染したもの，陳蓄のもの，極めて

少景のもの，車に紙に包んだものもあった。

検査は唯一回で，一部は塗抹，一部は塗抹及び「アジチホルミン、

法を併用した。

エーテル」溶解遠心沈澱
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48　 。　　　　　　　　　　　　　東京都檜村に於け糞便検査成績

原蟲檢査用として沃度沃度加里液及びSchaudinn 氏固定液と70 ％ 迄○酒精とを準備携行

した。

成 績 及 び 考 察

總 教1347 例 中 ， 蠕 蟲 ， 原 蟲 共 に 寄 生 せ ざ る もの か 僅 か に9 例 で ，　1338 例 （99 ．3％ ） に 何

れ カバ 寄 生 し て い る 。 蠕 蟲 ○ み ○ 寄 生 は950 例 （70 ．5％ ）， 原 蟲 の み はn 例 （8 ．2％ ）， 兩 者

共 に 寄 生 す る も の は376 例 （27 ．9＃ ）， 従 っ て 蠕 蟲 の 寄 生 は1326 例 （98 ．4％ ）， 原 蟲 の 寄 生 す

る も の は387 例 （28 ．7％ ） と な る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘

蠕 蟲 類 は 蛔 蟲 ， 鞭 蟲 ， 鉤 蟲 ， 東 洋 毛 樣 線 蟲 ， 嶢 蟲 の 五 種 ， 原 蟲 類 は 赤 痢 ， 大 腸 ， 沃 度 ， 萎 小

各 「 フ メ ー バ 」 及 び 鞭 毛 蟲 類 のChilomastix 。。nili ，　Giar（臨lamblia ，　Trich
。monas 　hominis ，E

　fcromonas 加m 仙is の 四 種 が 見 ら れ た 。

こ れ を 年 齢 ， 性 ， 蟲 種 類 別 に 觀 る と第 一 表 ○ 彭 く ， 蛔 蟲 が 性 別 を 問 は・爭 各 年 齢 騷 を 通 じ て 極

め て 多 い こ と が 目 立 つ （96 ．1％ ）。 鞭 蟲 は883 例 （65 ．6^ ） に 寄 生 し ，鉤 蟲 は288 例 （21 ．4％ ）

に 見 ら れ 特 に 多 く は ぶ い 。 東 洋 毛 樣 線 蟲 は 少 く。，蟯 蟲 は そ ○ 性 質 上 僅 か0 ．3^ に 蟲 卵 を 認 め 得

た に 過 ぎ な か っ た 。 吸 蟲 卵 を 檢 出 し な か っ た の は 意 外 で あ っ た が ， 當 地 方 に 感 染 源 の い な い こ

と が 主 因 で あ り ， 而 も 住 民 の 交 流 の 殆 ど な い こ と も一 因 で あ ら う と 想 像 さ れ る 。

赤 痢 「 ア メ ー バ 」 は74 ＝例 （5 ．5％ ） で ， 各 年 齢 騷 に 見 ら れ ，’高 年 者 に 稍 多 か っ た 。 大 腸 「 ア

メ ー バ 」（17 ．4％ ）， 萎 小 「 ア メ ー バ 」（7 ．9％ ） も 略 々 普 瓱 の 寄 生 率 で あ り ，各 年 齢 騷 を 通 じ て 見

ら れ る 。 鞭 毛 鞭 類 は 何 れ も 低 率 で あ っ た 。

次 に 蠕 蟲 ， 原 蟲 を 含 め て ， 單 感 染 及 び 二 重 感 染 以 上 の も0 を 觀 る と ， 第 二 表 の 如 く ， 二 重 感

染 例 が 牛 教 に 近 く 三 重 感 染 し 單 感 染 例 は 略 々 等 し く て 之 に 次 ぎ ， 四 重 ， 五 重 感 染 例 は 急 激 に 減

少 し ，゙六 種 感 染 が 一 例 あ っ た 。 こ れ は31 歳 の 男 で ，赤 痢 ， 大 腸 ， 萎 小 各 「 ア メ ー バ
」， 蛔 蟲 ，

鞭 蟲 ， 鉤 蟲 で あ っ た 。

遠 心 沈 澱 集 卵 法 を 施 行 した657 例 中 ， 塗 抹 ， 集 卵 何 れ で も蟲 卵 の 認 め ら れ な か っ た も ○ は7

例 ， 塗 抹 と 集 卵 の 結 果 が ー 致 し た も の は377 例 ， 塗 抹 で は 認 め ら れ 爭 ， 集 卯 に 依 っ て の み

檢 出 さ れ た も の が244 例 ，塗 抹 で 認 め 集 卵 で 檢 出 出 来 な か っ た も の が29 例 あ っ た 。 こ れ を 各

蟲 別 に 觀 る と 第 三 表 の 如 く ， 蛔 蟲 は 塗 抹 で98 ％ を 檢 出 し ， 集 卵 で 初 め て 認 め た も の は 僅 か1

．9^ に 過 ぎ な い 。 鞭 蟲 で は33 ．3^ ， 鉤 蟲 で は47 ％ と 略 々 牛 数 が 集 卵 法 に 依 り 檢 出 さ れ た 。

斯 の 如 く 鞭 蟲 ， 鉤 蟲 等 排 卵 数 の 少 い 種 類 に あ っ て は 集 卵 法 の 勝 れ る こ と を 物 語 る 。 徇 少 戡 で は

あ る が ， 塗 抹 で 認 め ら れ ， 努 力 し た に も 拘 ら ず 集 卯 法y 檢 出 出 来 な か っ た 例 が あ る が ， こ れ は

糞 便 の 探 取 個 所 （緑 豆 が 殆 ど 不 消 化 の ま1 ．排 泄 さ れ た も の が 相 當 あ っ た ） に 因 る こ と も多 い と

考 へ ら れ る 。　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

塗 抹 檢 査 に 於 て ， 一 標 本 に 蟲 卯 三 個 以 下 を 十 ， 一 祠 野 三 個 以E 殆 ど 各 祠 野 に 見 ら れ る も ○

を 丗 ， そ の 間 を 糾 と し ， 蛔 蟲 卵 ○ み に っ き 記 載 不 弥 蟲 卵 陰 性 の 例 を 除 く1278 例 を 分 類 す

る と ， ＋107 例 ， 柵p79 例 ， 卅192 例 で ， 柵 が 大 多 数 で あ 叭 然 も そ の 大 部 分 は 丗 に 近

い 。 塗 抹 は 少 量 の 糞 塊 を 一一滴 の 生 理 的 食 鹽 水 を 以 て 平 等 に 釟 け ，18 ×24mm の 被 蓋 硝 子 を 載 せ

て 檢 餤 し 出 来 る だ け 一 定 に し た っ も り で あ る が ， 各 人 の 個 癖 も あ り ， 叉 糞 便 の 採 取 個 所 に 依
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。極めτ多数存する部と全く存しない都とが同一標本に於ても見られるなど，最卵教の多寡を

とれに依り知らんとするととは些の無理と思はれるが，議卵敷は一般に多いと見倣してよいと

考へられる。

本村の十数部落を1J、事校の所・在に依り，北，中，南に大別し，線数 1鎚O例i乙就いて品種類

別に観ると，第凶表の如の帰還は三直共大差はないが，その中で鈎轟は南区に柏少かった。原

訟は中匿に税多く。赤痢「アメーパ」も亦僅かながら中区に多かった。とれは各部落毎に集計

出来れば鈎識，赤痢「アメーパ」感染に就き詳細な成績を得るものと期待したが，調査「カー

ド」からは不可能で・あった。

他に向使の性状，既往症，現症，騒轟の有無等をも調査せんとしたが，糞便の汚染，乾燥等

及び記載不十分の黙が多く之亦集計し得るに至らなかった。

’結語

東京都西多摩郡檎原村i乙於ける 1347名の糞便寄生品検査の結果は吹の如くである。

1) 崎議，原轟イiずれも寄生していないものは僅か 9例に過ぎす；， 99.3%に何れか Y寄生し

ているの

2) 寄生婿誌としては虫/ill轟，鞭最，鈎品，東洋毛様級品，蝶轟の五種が見られ，姻盤（96.1%)

の多いのが目立ち，然も卵教もかなり多い。、

原品類は赤痢，大腸，沃度，萎小各「アメーバ」と鞭毛鐘類の σldlornαstixmesff.ili，仇・αrd句

tαmbl匂， Trichom.onαshom仇is,Enteromonαs ho miばsとであの，何れも特に多くはなかった。

3) 寄生率は性別には差異が認められや，年齢別には蟻惑を除く他の嬬轟及び各「アメーパ」

は各年齢居を通じて記られ，境描， Giardiaは若年期に見られた。

4) 二重感染者が最も多〈略々宇敢に建唱し，弐で三重，車感染者の順となり，四重，五重感

染者は急：激に減少し，六重感染者が唯・・例あった。

5) 車純塗抹法と「アンチホルミン，ヱーテル」溶解遠心沈澱集卵法と比較すると，姻晶卵

は殆ど去がないが，鞭品，鈎品等排卵教の少いものでは集！｝／3法IC依り相営敷の轟卵が新たに検

出し得られる。

6) 付を三地E互に大別し，地区別lと寄生率を調査したが，直分が大に過ぎ期待した鈎識，赤

痢「アメーパJに就ては特に；意義を見出すととが出来なかった。

拙筆に賞り，指導校閲を賜ワた小泉；授， lb！＇披を辱うした松林敬授に深謝の意を表し，槍原村々長清水，衛

生保大谷雨氏並に小事校問中敬頭の厚；音，協力を謝ナ。
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第一表年齢別，性別，寄生品精類別表

品番割引l器開息日時7斜面
踊最寄生 i l蹴98.7% 

！γ13田 12761「胡I: I 32118110 I盟 I~ 101 ：＼お」F;
姻轟 97:.f97.6 96.5 97.5 91.7 90.9 100 97.0 9壬.771.4 100 1 76.9 50.0 ~6.1 

鞭轟
13描門6
56.0 65.9 67.7 68.6 60.4 72.7 71.4 68.6 68.4 71.4 78.9 70.0 69.2 80.0 65.6 

轟11心；訓斗中12は2よ斗：司乱11判山：：判山；1中l山凶叫山叫Jよ判斗ι山；1ヰ中：129~：レ同29~よ斗山；；4ヰ；1ヰ｜↓1
a 
ao.o 88.5 20.0 21.4 

高非毛霊lI.: I I o.: I o.: I I I I a~ I 17－~ 1 ・ I I I Lio~~ o.~ 
轟心II o.: I I I I I I I I I I I 0 o.i 

6 12 16 17 1 7 1 3 3 2 1 3 21 4.5 6.6 

l 2: I :.: I :.; 16~： I ~~I 10.: 14.~ 19.: I 15.: I 18.: 110.~ I .: / 20 担E. hist. 2.5 壬.9 4. 7 6.0 2.1 15.9 4.8 9.1 15.8 8. 7 10.0 23.1 20.0 l 5.5 

｜却益O 描出I61121 31店 I21 81 :J, :111 2l刊l}i：~：悦，ico: 9.: 16.: 17.~ 19.~ 12.fi釘・： 14.8 39.: 10.: 57.~ 80,4 50.0 7. 7盟 0 1.n: 皇l~ 
l山 1.511.lI I 4.61 16・1 I 5.3 I 7.I I I .1 I 1.4 

I 11 I ~却： 1 251魁I.: Jn.: I 9.: I 2 .: / 5.~ J 4.: I .: I .l I o.: 12 : J lglh ：~ E. nana 4.5 8.1 7.4 8.5 4.2 11.4 9.5 21.2 5.3 14.3 8.7 10.0 30.8 20.0 7.£1 

s. -- I I o.~I 。： I ' I I I a~ I I I 4.: I I 1 I 0 ; 01~ o.; I 
一』 IL: I l.: I L: I o.: I I 4.: I 4.~ I I I I I I I / lγ 
…川｜。；II' I I I I I I I I I I I o1i o.; 

加a=.~ Iぷ I I I I I 
0.1 0.3 

3 
0.2 

上質敷 下劣
日本数字ノ、寄生陰性者数 、

／ 
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多感染別表

陰性｜ー粍！こ穏｜三和｜四粍｜五純｜六種
一回 目 ' ' ' ι I t I - I L I I 

9名 I 312 I 572 I a品 I 91 I 1s I 1 

o.7Jt I 23.2 I 壬2.5 I 25.5 I 6.8 I I.3 I 0.1 

第＝表

第三．表

。＋ 
＋ 

一
＋
一
＋

抹
沈
一
抹
沈
一
抹
沈
一
抹
沈

塗
謹
一
塗
法
一
塗
謹
一
塗
謹

1 9 

、斗さまよ ヰヒ 南

松長lハ7員貝＼＼  

2434 2111 2165 

362 487 壬31

359 47モ「 生~嬬 品 寄 生 99.2.96' 97.3 99.l 
D56 456 4.21 蜘 品 98.3 93.6 97.7 
::::41 ~Hδ 290 騨 晶 66.6 64.7 67.3 
9~ 127 44 鈎 量主 27.1 26.1 10.2 

線来
説三 毛ぜ 車様 基 6 1 

1.1 1.0 0.2 。 2 1 蝶 轟
0.4 0.2 

105 169 9~ 原 最 寄 生 29.0 四64.7 、 23.0 
15 33 19 E. hist. 
企1 6.8 4.4 
. 68 93 60 E.coli 
18.8 19.1 13.9 

.,_,._ 
6 10 2 lod. b. 

J.7 2.1 0.5 
~5 50 30 E. nana 
6.9 10.3 7.0 。 1 3 Ohilomαs. m. 

．． ー 0.2 0.7 
3 9 3 ， 

Giard句 l.
0.8 1.9 0.7 

T行chorn.h. 2 。 。
0.6 

Enterom. h. l 2 。・0.3 0.4 

部落別寄生品積類別表第四表

ヰー三日




